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人口約6,000人で高齢化率も高く、公共交通インフラなど地域課題が多いエリアです。蛭田氏からは、そうした環境下で
の旅館経営を通じ、空き家などの未活用資産を再生・高付加価値化し、地域雇用や人流増加、人材の確保・定着へとつな
げてきた具体的な取り組みや成長戦略についてご講義いただきました。
研修では、単に成功事例を聞くにとどまらず、地域資源の発見から徹底的な試行・マーケティング・エビデンスの構築に
至るプロセスや、「短所を長所に転換する」という強い情熱と発想の重要性が語られました。異業種でありながらも、地
域課題と向き合い資源を活かす姿勢は福祉施設経営と深く共通しており、参加者が自法人の施設経営や地域貢献のあり方
に置き換えて深く考案し、具体的な行動へとつなげる大変有意義な学びの場となりました。
対人サービスや地域インフラとして福祉が果たすべき役割を再認識するとともに、地域との関わり方や“攻め”の姿勢で地
域へ還元していくことの本質を学ぶ機会となりました。
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千葉県社会福祉法人経営者協議会青年部会　活動情報

2026
Vol.4

Topic 01
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令和8年7月3日（金）、令和8年度第3回青年部会研修会
『ピンチをチャンスに変える発想力と地域創生』～千
葉・鋸南発、旅館経営に学ぶ福祉施設経営の“攻め”の
戦略～を開催いたしました。
現在、福祉業界においては、都市部と過疎部との地域
格差、少子高齢化に伴う人口偏在、それに起因する人
材確保・定着の困難さやサービスの維持といった経営
上の課題が深刻化しています。こうした事業継続の根
幹に関わる構造的な課題に対処し、地域における新た
な福祉経営の可能性を模索するきっかけとすることを
目的に、本研修を企画いたしました。
講師には、千葉県安房郡鋸南町を拠点に宿泊事業を展
開されている蛭田憲市氏をお招きしました。鋸南町は

令和8年7月3日（金）、研修会終了後に「令和7年度卒
会者送別会」を開催し、多くの会員が集いました。
長年にわたり青年部会を力強く牽引し、熱い情熱と真
摯な姿勢で福祉の未来に向き合ってこられた卒会者の
存在は、私たち後進にとって常に目指すべき大きな道
しるべです。共に悩み、語り合った時間の中でいただ
いた数々の温かい言葉や教訓に、心より感謝申し上げ
ます。
送別会では、青年部会恒例となっている「記念の扇子」
をお渡しし、これまでのご貢献への感謝と今後の益々
のご活躍を祈念いたしました。
先輩が築かれた伝統と思いをしっかりと受け継ぎ、青
年部会をさらに盛り上げてまいります。これまで本当
にありがとうございました。

【令和7年度卒会者】
　社会福祉法人翡翠会　　　　　　大越　将司　様
　社会福祉法人市原福祉会　　　　西川　章久　様
　社会福祉法人貴陽福祉会　　　　下森　宙　様
　社会福祉法人千葉県福祉援護会　今野　学　様
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次回のNEWS LETTER

Topic01でご報告した7月研修では、（株）紀伊乃国屋の蛭田
憲市氏をお招きし、地域再生や異業種に学ぶ経営戦略を座学
で学びました。今回の県内視察研修は、その「実践の舞台」
である紀伊乃国屋グループの現場（安房温泉 ビーチサイド温
泉リゾート ゆうみ）を訪ねる現地研修です。
人口減少や人財不足など、福祉と地域が直面する課題は共通
しています。厳しい環境下でも人が集まり、スタッフが輝き
続ける理由とは何か。言葉だけでは分からない「空気感」や
「おもてなし・人財育成の仕組み」を五感で体感していただ
きます。制度の枠を超えた「広い視野」を得る絶好の機会で
す。皆さまのご参加をお待ちしております。

「突撃！となりの昼ごはん」取材報告

e-mail : info@chibakenkeieikyo.net
www.chibakenkeieikyo.net

会員法人の魅力や取り組みを紹介してきた人気企画「突撃！とな
りの昼ごはん」。今年度でいよいよファイナルを迎えます。令和8
年度の第1回目は、船橋市で特別養護老人ホーム「オレンジガーデ
ン」を運営されている社会福祉法人康和会へ伺いました。
当日は、特製「うなぎ丼」をごちそうになりながら、給食委託費
の高騰や食の課題について活発な意見交換が行われました。さら
に、どん底からの組織再建、月残業4.6時間やベテラン層の驚異的
な定着率を実現した「働き方改革」と「仕組みづくり」など、宍
倉施設長（青年部会 総務広報委員長）から大変貴重で実践的なお
話を伺うことができました。
取材の詳しい内容は、千葉県経営協のホームページにて公開中で
す。また、取材の裏側『突撃！となりの昼ごはん～こぼれ話～』
もFacebookで公開しておりますので、ぜひ併せてご覧ください！

今後の予定

入会を希望する方は、千葉県社会福祉法人経営者協議会
事務局までお問い合わせください。

〒260-8508　千葉市中央区千葉港4-5
千葉県社会福祉協議会内

T E L ： 0 4 3 - 2 4 5 - 1 1 0 4

千葉県社会福祉法人経営者協議会、会員法人に所属する
満50歳未満の経営者・管理者等。

青年部会費　 1 5 , 0 0 0円／人（全国会費含む）

〒260-8508　千葉市中央区千葉港4-5　千葉県社会福祉協議会内

TEL：043-245-1104　　FAX：043-245-9040

8/27(木)～8/28(金)
9/10(木)
10/14(水)
10/15(木)～10/16(金)

次回は11月中にお届け予定です。「視察研修」や「突撃！
となりの昼ごはん」、全国大会の様子などを掲載予定で
す。お楽しみに！

令和8年度　青年部会県内視察研修会　お知らせTopic 04

Topic 05
全国社会福祉法人経営者大会 岐阜大会
県内視察研修『紀伊乃国屋グループ』
県外視察研修（石川県内被災地）
社会福祉法人経営青年会全国大会（石川県）

『千葉の未来を創る、優秀企業の舞台裏』
　　  ～鋸南の自然をリデザインこれからのリゾート経営体験がここに～

令和8年9月10日(木)10:00~14:00
研修会・意見交換会
お申込はこちらから▶▶▶

Topic 06

Topic 03
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